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企画展「備後と安芸の刀と鐔～鎌倉から現代まで」を終えて

No.34

　広島城では平成24年９月15日から 10月21日まで、「備後と安

芸の刀と鐔
つば

～鎌倉から現代まで」と題する企画展を開催しまし

た。日本刀やその制作技術の保存のために活動されている日本美

術刀剣保存協会広島県支部との共催によるもので、鎌倉時代から

現代にいたるまで、現在の広島県域で作られた刀54口と鐔38点

を紹介しました。これだけの数の日本刀を一度に見られる機会は

そうないといえますが、展示担当者として気になっていたのは、

熱心に鑑賞されるお客様がいる一方で、ほとんど素通りされる

方々も少なからずいらっしゃることでした。

■美術品としての刀　　　　　　　　　　　　　　

　日本刀（以下、単に刀とします）というと、きれいとかよく切れ

るといったイメージを持っている一方で、怖い、近寄りがたいと

いったような思いをされている方も多いと思います。それは刀が

本質的に武器であることによると思われますが、刀を縁遠くし

ている最大の要因は、刀に対してどう向き合ってよいかわからな

い、ということにあるのではないでしょうか。

　刀は武器であると同時に美術品でもあるといわれますが、絵や

彫刻、書など、見て直観的というか、わかりやすく美しさを感じ

取れるものと違い、それを美しいと思えるようになる、すなわち

美術品としてとらえる感覚や能力をもつことにはそれなりの訓

練が必要です。刀のどこをどう見たらよいのか、手近なナイフや

包丁とどこが違うのか、それがわからないままでは、刀はどれも

同じようなものにしか見えません。ところが一般の人が一番手軽

に刀を見ることができる博物館などの展示施設でさえ、キャプ

ションなどの解説文は難解で、とても初心者が理解できるような

ものではないものが多いのが現状です。見ようとする意欲を持っ

ている人たちに対し、見てもらう側は他の美術品よりなお一層、

それをサポートする努力をしなければならないと思います。
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刀　銘　（表）芸州住藤原兼先　（裏）寛文四年甲辰三月日　個人蔵　広島城寄託
　芸州 (安芸国＝現在の広島県西部 ) を拠点としていた藤原兼先という刀匠が、寛文4年 (1664)3月に制作した
という意味の銘が切られている刀です (制作年代は裏側にあります )。刃文がはっきりとしているのが特徴で、
小さな波型の模様が連続している「互

ぐ

の目」と呼ばれる刃文の一種です。
　（以下、刀の部分写真は全て本刀のものです）



■刀の見方　　　　　　　　　　　　　

　そこで、ここでは「刀の見方」について、刀の世

界に入り込む第一歩となるような基礎的なことを

いくつかご紹介していきたいと思います。なお、刀

にはいろいろと種類がありますが、ここでは一応現

代の分類でいうところの太
た

刀
ち

や刀（長さがおおむね

60cm以上のもの）を想定してお話しします。

①姿 要は全体的な形ですが、ポイントの一つになるのは「反
そ

り」です。刀らしさを

表すもっとも重要な要素の一つです。反りは、切断

能力を高めるという実用面での効果もありますが、

反りの大きさや、ピークが刀のどのあたりにある

か、で見た目の印象がずいぶん変わってきます。

　例えば、反りが大きく、ピークが刃元側にあるも

の（腰
こし

反
ぞ

り、といいます）は、どっしりとした、優雅

な印象を受けます。一方で、先の方にピークが移っ

た（先
さき

反
ぞ

り、といいます）刀は、スピード感を持った

機能的な形といえるでしょう。もちろん、ピークが

中ほどに来るものもあります（中
なか

反
ぞ

りとも鳥
とり

居
い

反り

ともいいます）。バランスのとれた落ち着いた印象

を受けます。

　外形的には、他にも長さや幅、およびそのバラン

ス、切
きっさき

先の大きさや形などがポイントとなります

が、ここではこのぐらいにとどめておきましょう。

②刃
は

文
も ん

　これも刀らしさを表す特徴的な要

素である鑑賞ポイントです。まず、模様の「形」と

してはまず直
すぐ

刃
は

と乱
みだれ

刃
ば

とに分類できます。直刃

は、まっすぐな刃文のこ

とです。これに対して

乱刃は曲線が連続する

もので、その模様によっ

て丁
ちょう

子
じ

、互
ぐ

の目、湾
のた

れな

どなど色々な名称がつ

けられています。さらに

はこの刃と地との境目

付近や刃の部分には、粒

子状あるいは霞がかっ

た模様が見え、それらを

それぞれ沸
にえ

とか匂
にお

いと

か呼んで、これも鑑賞のポイントとしています。

③地
じ

 一目で目に飛び込んでくる「姿」や「刃文」と違って、これは少々レベルが上が

ります。刃文から棟
むね

にかけての部分を地と呼びま

す。そこは、一見ツルッとした鏡のように見えます

が、明るいところでよく見てみると、いろいろな

模様が現れています。縞
しま

模様であったり、年輪状で

あったり、細かい粒子状であったりなどなど、決し

て無地ではない場合が多いのです。木の板になぞら

えて板目とか杢
もく

目
め

、柾
まさ

目
め

と表現されます。

　刃や地には、様々な模様など、「はたらき」と総称

される、鑑賞ポイントがほか

にもたくさんあります。ここ

ではこれ以上触れませんが、

たいていの解説書に出ている

ことなので、第2歩を踏み出そ

うという方は、参照しながら

鑑賞してみてください。

④茎
なかご

 普段は柄
つか

に隠れて

いる部分、茎に目

を向けてみましょう。この部

分には普通、刀匠が銘
めい

とよば

れる文字を刻んでいます（銘

を切る、といいます）。刻まれ

る内容は作者名、制作時期な

どが中心になります。いわば

刀
とうしょう

匠のサインであって、絵画

や書における落
らっかん

款にあたるも

のといえるでしょう。そして、

この文字はそれぞれの刀の名

称として、「刀　銘○○…」な

どと表記されます。

■刀づくりの工程と鑑賞ポイント　　

　ではなぜ、これらの点が鑑賞のポイントとなるの

でしょう。それには刀がどのように作られるのか、

ということが密接に関係してきます。

　刀は玉
たま

鋼
はがね

という貴重な鉄を主体とした材料を、刀

匠が何度も何度も熱を加えながら折り返して叩き

（折り返し鍛
たんれん

錬）、不純物を取り除いて良質な材料に

仕上げるという、鍛
たんぞう

造という方法を用いて作られま

す。単に鉄を型に流し込んで形を作る（鋳
ちゅうぞう

造といい

切先

刃文 地

棟

茎

芸州住藤原兼先の茎・銘

刀各部の名称



　初夏の風吹く季節、刀１口と短刀２口が広島藩士

平田信之丞の子孫、平田正昭氏から寄贈され、広島

城収蔵品の仲間入りとなりました。

　その３口の刀の茎
なかご

の銘
めい

には、いずれも「松
まつ

尾
お

秀
ひで

任
とう

」という幕末の刀工による銘がありました。寄贈

者も代々大切にしてきた刀がなぜ「松尾秀任」とい

う人ばかりによって作刀されているのか、ずっと疑

問に思ってきたようです。

　そこで解明の糸口の一つになったのが、広島藩士

の役職名と名前が記載された『復刻　芸藩輯要　附

藩士家来名鑑』という書籍でした。

　それを見てびっくり仰天！江戸常勤者の平田信

之丞の役職「御
お

納
なん

戸
ど

奉
ぶ

行
ぎょう

格
かく

　御
お

住
すま

居
い

附
つき

御
お

広
ひろしき

式御
ご

用
ようたし

達

添
そえやく

役」同欄の上司名に「松尾助之丞」とあるのです！

「秀任」とは刀工としての作者名であり、本業は江戸

の広島藩邸奥向き管理の役所に勤める松尾助之丞

という武士だったのです。

　さらに昭和５年（1930）の『広島蒙求次編巻下』

（小鷹狩元凱著）には彼について以下のように紹介

しています。

ます）ようなものではありません。

　さらに「折れず、曲がらず、よく切れる」という

刀の特徴を高度に実現させるため、外側（皮
かわがね

鉄）、内

側（心
しんがね

鉄）、あるいは刃の部分（刃
は

鉄
がね

）・棟の部分（棟
むね

鉄
がね

）にそれぞれ異なる鉄が用いられます。これらを

叩いて一体化させたのち、刀の形を整えていきま

す。どれだけどのように

折り返すか、異なる鉄の

組み合わせをどのよう

に行うか、それは刀匠に

よって様々です。

　こうした工程を経て、

いよいよ刀作りのクラ

イマックス、焼き入れと

なります。焼き入れにあたり、刀身に刃文を出すた

めの「土置き」が行われます。刃文を想定しながら

特殊な土を塗るというもので、ここにも当然刀匠の

個性が現れます。その後刀身は約800℃近くまで加

熱され、一気に水冷されます。この際、土の塗り方

の厚さによって冷え方に違いが生じ、刀身に様々な

変化が起きます。例えば刃側は土が薄いので急冷さ

れ、硬度の高い組織となって、かつ膨張します。こ

れで反りが生じます。

　一方棟側は比較的ゆっくり冷やされ、刃側とは

違って軟らかめの組織になります。このような刃側

と棟側との組織の違いが影響して刃文や沸、匂など

の「はたらき」が現れるのです。また、折り返し鍛錬

によってできた幾重もの層のでき方、材料の組み合

わせ方も焼き入れによって模様に影響するといわ

れます。

　このような工程を経て生み出される刀は、一点一

点刀匠が理想を追い求めて鍛え上げた成果であり、

どれ一つとして同じものはありません。武器として

の性能を極限にまで高められたものというだけで

なく、その個性が現れた美意識の結晶ともいえま

す。茎に切られた銘はその自信の表れにほかなりま

せん。刀が工業製品ではなく、美術品としてとらえ

られるゆえんです。

　どのような美術品もその鑑賞は奥が深いもので

す。刀も例外ではありません。ただ、これまで述べ

てきたようなことをちょっと気にかけるだけでも、

刀の見方はずいぶんと変わるはずです。これを読ん

でいただいたことを縁として、幅数センチの世界か

ら放たれる光－刀匠の思い－にぜひ向き合ってみ

てください。　　　　　　　　　　　　（大室謙二）

刃鉄

皮鉄

心鉄

棟鉄

刀　銘（表）芸州士　松尾秀任　（裏）文久三年 (1863)八月日　　刃長70.3㎝　反り 1.8㎝　

刀が語る、ある広島藩士の江戸詰め暮らし
～新着収蔵品オススメ紹介　松尾秀任作の刀・短刀～

刀の断面図の一例



広島城利用案内
 開館時間：9：00 ～ 18：00
 （12 月～２月の平日は 9：00 ～ 17：00）
 入館の受付は閉館の30分前まで
 入 館 料 ：大人360 円（280 円）
 小人180 円（100 円）
 (　 ) 内は30名以上の団体料金
休  館  日：12月29日～ 1月 2日 (臨時休館あり）

ホームページ 　http://www.rijo-castle.jp            
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「しろうや！広島城」のバックナンバーは、広島城のホームページからダウンロードできます

　

もっと刀を知りたい方はこちらの１冊を♡
★★新刊★★

「備後と安芸の刀と鐔
つば

」
鎌倉時代から現代まで、備後・安芸地方で

作られた刀と鐔の紹介
編集・発行　日本美術刀剣保存協会広島県支部

広島城ミュージアム
ショップにて発売中。

郵送をご希望の方は、
広島城天守閣へご連絡
ください。
支払方法等をお伝えし
ます。

Ａ４版54ページ
（オールカラー）
価格　1,800円

広島城では今年度、正月休みの期間中に観
光客や帰省した人たちへのおもてなしの
向上を図ることを目的に、下記のとおり年
始開館を試行的に拡大して実施します。

　「江戸赤坂の広島藩浅野家中屋敷内に住む松尾助

之丞は、壮年の頃大変貧しかったので、元来手先が

器用なのを活かして鍛冶仕事を始め、最初は釘・小

刀包丁等を作り、これを内職にして家計の足しにし

ていました。そのうち、武士としては潔よい仕事で

はない、恥ずかしくない物を作りたいと麹町（四谷

の間違いか。筆者注）に住む刀工の元へ行き、その

技術を習得した」とあります。

　この刀工というのが、幕末の新々刀最高位の刀工

の一人である「源
みなもと

清
のきよまろ

麿」と思われます。赤坂から四

谷は１㎞前後の距離。秀任はきっと足繁く通ったこ

とでしょう。時は黒船来航で国内動乱の最中、いつ

戦になるやらと刀の注文が殺到し、もはや内職とは

言えない程の忙しさだったようです。

　と、そこで寄贈者、調査協力者の刀研師　森脇明

彦先生と筆者は幕末の江戸を舞台に、二人の広島藩

士についてさまざまな想像を駆り立ててしまいま

した。

　武士の魂である刀は、上・下級武士を問わず必需

品ですが高価なものです。そこで信之丞は、一世一

代の刀と短刀を上司の秀任に託します。秀任は信之

丞を想い、彼に見合う刀を作ったのでしょう。短刀

の茎には「応需　平田広信　松尾秀任作是」（広信

＝信之丞の注文に応じ、秀任がこれを作る）とプロ

並みの腕で銘を切っています。これ以外で今現在、

発注者を銘に切った秀任の刀は未確認です。職場環

境も良く、二人は熱い信頼関係で結ばれていたので

はないでしょうか？

　明治となり江戸常勤者も藩命により、広島へと帰

され、信之丞そして秀任も家族と共に先祖代々住ん

だ江戸を去ります。武家の証である刀への信之丞の

想いは子孫へと受け継がれ、太平洋戦争中も疎開を

させ、その後も広島の自宅で守り続けてきました。

　

　この秀任作の刀と短刀は、広島城収蔵品展
「蔵出し！武士の表道具・奥道具」（12/14 ～
平成25年２/11）にて公開します。ぜひ、ご覧
ください。　　　　　　　　　　　（山縣紀子）

平成25年1月1・2日（火・祝、水）は9：00～17：00
1月3日（木）は9：00～18：00
※入館は閉館の30分前まで

短刀　銘（表）応需　平田広信　松尾秀任作是
　　　　（裏）慶応元年（1865）乙丑歳八月日

刃長　29.1㎝　内反り　

茎


